
 

大山柏の史前学と 

縄文生業論の今日的展開 

９月６日（土） 明治大学グローバルホール 先着 100 名（無料） 

 

誌上発表 坂詰秀一 「大山史前学の考古学的評価」 

受付開始  9:30 

   発表１   10：00～11：20 阿部芳郎「『失われた史前学』と関連資料の意義」 

     鼎 談   11：20～12：00 大山恭子・大山格・司会（阿部）「祖父大山柏を語る」 

     昼 食   12：00～13：30 史前学研究所関係資料の一部公開があります。 

     発表２   13：30～14：10 中沢道彦 「縄文農耕論の現在」 

     発表３   14：10～15：00 米田 穣 「共進化としての農耕起源と縄文農耕の実相」 

     休 憩   15：00～15：15 

    全体討議  15：15～16：30 

 

 

主 催 明治大学資源利用史研究クラスター 03－3296―1873 

共 催 基盤（S）人類史における新たな食料生産パラダイムによる「縄文農耕」の再評価（代表者米田穣） 

後 援 雄山閣  ★注意 電話等による事前の予約受付は致しません。 


